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平成２９年１１月瀬戸内市教育委員会 会議録

Ⅰ．開 催 日 平成２９年１１月１５日（水）

Ⅱ．開会及び閉会 開 会 １３時３１分

閉 会 １５時５５分

Ⅲ．出 席 委 員

Ⅳ．出 席 職 員

Ⅴ．議事の内容

１．開 会

２．教育長報告について

柴崎教育長

l 平成２８年度問題行動等調査について

l 教育支援委員会について（10/24、11/14）

l ライブラリー・オブ・ザ・イヤー２０１７大賞、オーディエンス賞について

（嶋田館長説明）

教 育 長 柴 崎 伸 次

委 員 淵 本 晴 生

委 員 川 島 ゆ か

委 員 片 山 工

委 員 井 手 康 人

教 育 次 長 近 成 昌 行

総 務 学 務 課 長 青 山 祐 志

総務学務課参事 松 田 典 久

社 会 教 育 課 長 馬 場 昌 一

図 書 館 長 嶋 田 学

邑久学校給食調理場所長 森 山 光 晴

総務学務課係長 安 井 明 子

総務学務課主幹 山 本 三 千 代

総務学務課主査 土 井 浩 揮
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３．前回会議録の承認

署名委員 淵本 晴生 委員 井手 康人 委員

４．議 事

柴崎教育長 議事進行

第 60 号議案 臨時職員採用等について

青山課長 （資料を基に説明）

全 委 員 ＜異議なし＞

第 61 号議案 弘法寺踟供養総合調査現地調査員の委嘱について

馬場課長 （資料を基に説明）

全 委 員 ＜異議なし＞

第 62 号議案 瀬戸内市スポーツ公園等の指定管理者の指定について

馬場課長 （資料を基に説明）

淵本委員 危機管理の項目 100 点のうち 60 点は低いのではないか。

近成次長 現在の施設で事故が無いように対応していただかないといけない状

態である。施設の修繕においては市において少しずつ実施できればと考

えている。

片山委員 基本方針に基づいて審査委員が審査していると思うが、 審査のあり

方が分かりづらい。

馬場課長 審査には、それぞれの審査項目において点の配分があり、５段階評

価となっている。委員による採点の合計により評価される。

近成次長 実際、公募はしてない。地元が分かる団体にお願いしており、特に

不具合も生じていない。

淵本委員 危険性が考えられるということを市へ伝えるという責任があれば 60

点以上あるのではないかと思う。

柴崎教育長 改善要求は出てきているのか。

馬場課長 改善要求は出てきており、少しずつ実施する予定としている。

井手委員 審査委員会の結果で認定基準の 60 以下の場合はどうなるのか。

近成次長 認定基準以下の場合は改めて公募となる。

全 委 員 ＜異議なし＞
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柴崎教育長 非公開審議を開始することを宣する。

第 63 号議案 準要保護児童生徒の認定について

＜ 非公開 ＞

柴崎教育長 非公開審議を終了することを宣する。

第 64 号議案 瀬戸内市就学援助規程の一部改正について

土井主査 （資料を基に説明）

柴崎教育長 二重給付とならないよう転出先と調整が必要とは、どういった場合

なのか。

土井主査 瀬戸内市において入学用品費の給付を受けた方が転出され、転出先

において就学援助の申請をされた場合は、転出先と瀬戸内市とで二重給

付となるため、入学用品については支給済みである連絡をする必要があ

る。

柴崎教育長 給付した後に転出した場合でも返還してもらわないのか。

土井主査 返還は考えていない。

淵本委員 給付後に不認定となっても返還してもらわないのか。

近成次長 認定を行った時点の所得状況等で判断するため、返還してもらわ

ない。

全 委 員 ＜異議なし＞

第 65 号議案 平成 29 年度 11 月補正予算案について

青山課長 （資料を基に説明）

馬場課長 （資料を基に説明）

嶋田館長 （資料を基に説明）

森山所長 （資料を基に説明）

淵本委員 平成３０年度の小学校道徳指導書がこの時期に計上されているのは

なぜか。

松田参事 年間指導計画を来年４月までに作成し、先生方に吟味していただく

必要があるため、前倒しで購入するものである。２・３万円程度するも

のは学年で一冊程度と、それ以外は学年の先生に行き届くように購入す

る。

川島委員 朝鮮通信使記憶遺産の関係で観光客の方が増えていると思うが、民
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間の方に対応をお願いする場合の謝礼とかはあるのか。無償ではなく有

償であれば、気持ちよくお願いできると思う。

馬場課長 朝鮮通信使だけではなく、対応が出来ない場合においては、ボラン

ティアの方等にお願いしている状況である。

近成次長 現段階では予算が確保できない状態である。

全 委 員 ＜異議なし＞

５．その他

○プログラミング教育について

淵本委員 2020 年から実施となっているが、具体的にどういうことになるのか

見えていない。何か明記されているのか。

松田参事 県において研修を行っており、市からも参加してもらっているが、

現段階で市から学校にお示しできるものは無い。今後の国や県の動きを

踏まえながら市においても検討を進めていこうと考えている。

６．閉 会 （15時 55 分閉会）


